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１ 第３期 事業報告 （資料―１） 

  計 画                  実 績 

１） 第３回総会、懇親会 ２４年秋 ・・・２４/１１ 於 工繊会館 

２） ゴルフコンペ ２回／年（春,秋）・・・２４/１１,２５/３,２５/１１ 

                      於 枚方国際ゴルフ倶楽部 

３） 新年会 １月 ・・・・２５/１,２６/１ 於 點心茶室 

４） 散策会 年２回（春秋）・・・２４/１０奈良 ２５/４京都 ２５/１１堺 

５） 会誌発行 年２回・・・３号 ２５/５，４号 ２５/１１ 

６） ＨＰの更新・・・逐次実施 

７） 名簿の整備・・・Ｓ２８～６０年卒業生で住所不明１７２名の内５０名 

の住所が判明 

今年度の計画は予定通り遂行できましたが、いずれの行事も少数の参加に留ま

り今後の課題となりました。会員各位のさらなるご協力をお願いする次第です。 

２ 第３期決算及び会計監査報告 

 



３ 第４期事業計画及び予算案（資料―２） 

  項  目  予  算 内   容 

収 

入 

前期繰越金 1,011,147   

会 費 168,000  会員 210名×納付率８０％×１０００円 

ＫＩＴ支援金 50,000    

計 1,229,147    

      新年会 5,000  補助費 

  散策会 5,000  同上 

  ゴルフコンペ 10,000  同上 

支 印刷代 15,000  会誌発行 2回／年 Ａ４版 30ページ程度 

  ＨＰサーバー使用料 18,000    

  総会、懇親会 55,000  総会会場費、懇親会補助 

  送料 50,000  会誌、カレンダー送付 

  通信費 15,000  返信ハガキ、他 

  交通費 20,000  役員会出席交通費、他 

出 会議費 25,000  役員会会議費 

  消耗品費 45,000  印刷インク、用紙、封筒代 

  予備費 10,000    

  次期繰越金 956,147    

  計 1,229,147    

４ 第４期役員候補案 

色染物質会 役員名簿 （案） 太字は新、退任 

名誉会長   古川敏一 昭・１４年卒   

顧問   萩原理一 昭・２８年卒   

顧問   山中寛城 昭・３７年卒   

顧問   横山清一郎 昭・３４年卒   

会長   佐藤忠孝 昭・３４年卒 事務局 

副会長   松岡謙一郎 昭・３５年卒 事務局・総務 

副会長   高木恒男 昭・４７年卒 事務局・総務 

    坂東久平 昭・３５年卒 事務局・広報 

    山崎治忠 昭・３７年卒 事務局・会計 

    横山彰夫 昭・４２年卒 事務局・総務 

    犬伏康郎 昭・４８年卒 事務局・広報 

    後藤 康博 昭・５０年卒 事務局・総務 

    園田英雄 昭・３５年卒   

    加藤維希夫 昭・３６年卒 会計監査 

    渡邊勝彦 昭・３８年卒 広報 

    白井文朗 昭・５２年卒   

    神野友香子 昭・５７年卒   

    梶原俊明 昭・４１年卒 退任 



色染物質会会則（案）（資料３－１） 

 

（名称） 第１条  本会は色染物質会と称する。 

 

（目的） 第２条  本会は会員相互の親睦と知識の向上をはかることを目的とする。 

 

（事業）  第３条  本会は次の事業を行う。 

（１）総会、親睦会の開催 

（２）名簿の維持、管理 

（３）ホームページの作成及び維持管理と会誌の発行 

（４）その他目的達成に必要な事項 

 

（会員） 第４条  会員は次の各号の有資格者からの申し出のある者で構成し、 

 入会退会を拘束されない。 

（１）京都高等工芸学校色染科卒業生。 

（２）京都工業専門学校色染科卒業生。 

（３）京都工芸繊維大学色染工芸学科卒業生及び大学院修士課程修了者。 

（４）京都工芸繊維大学物質工学科卒業生及び大学院修士課程修了者。 

（５）上記いずれかの学科に在職した旧職員及び現職員。  

（６）その他の者で、役員会で承認された者。 

 

（役員） 第５条   本会に次の役員をおく。その任期は２年とし再任を妨げない。 

会長 １名  副会長 ２名  幹事 若干名 

顧問 若干名  監査 １名  事務局 若干名 

 

第６条  役員の選出は次の各号による。 

（１）会長及び副会長は会員の中から役員会の推薦により選出し、 

総会の承認を受ける。 

（２）幹事は、会員の中から会長が選出し、役員会に諮って委嘱する。 

（３）顧問は会長の推薦により選出し、総会に諮って委嘱する。 

（４）監査は、会長が会員の中から選出し総会に諮って委嘱する。 

（５）事務局は、会長が会員の中から選出する。 

 

第７条 役員の任務は次の各号による。 

（１）会長は本会を代表し、会務を統括する。 

（２）副会長は会長を補佐し、会長が任務を遂行できない期間が 

生じた場合は、会長職を勤める。 



（３）幹事はそれぞれ会務を分掌し会議を主導する。 

（４）顧問は重要な会務に参画する。 

（５）監査は会計を監査する。 

（６）事務局は会計、総務、及び広報を担当する。 

 

（名誉職）第８条  本会に名誉会長、名誉顧問 を設定し置くことができる。 

その名称に相応しい人を役員会が推薦推挙し、本人の了承をえて

総会に諮って就任を委嘱する。任期を特に定めない。 

 

（会議） 第９条  本会の会議は役員会および総会とし、次により開催する。 

（１）役員会は全役員から構成され本会運営上の必要事項を審議する。 

（２）総会は毎年６月に開催し、次の事項の承認を受ける。 

会務に関する事項  役員選出に関する事項 

会則改正に関する事項  その他 

（３）総会の決議は出席者(委任状を含む)の過半数を持って決す。 

 

（経費）  第１０条 本会の経費は、年会費、寄付金、及びその他の収入をもって 

充てる。 

会計年度は 4 月１日から翌年 3 月 31 日までとする。 

なお、年会費は別途定めるところによる。 

 

（補足） 第１１条 （１）事務局と会員間の相互連絡はメールを原則とする。 

（２）本会事務局を京都市内又は近郊の役員宅に置く。 

（付則） 

（１）この会則は平成２２年１１月１日から施行する。 

（２）この会則は平成２３年１１月１２日から改正施行する。 

（３）この会則は平成２６年６月２８日から改正施行する。 

 

（斜体が改定部分） 

 

以 上 



物質工学科卒業生の入会について － 松岡 （資料―４） 

 

物質工学科卒業生の当会への入会の糸口として、懇親会に三木、川瀬両教授、職員各位、

学生を招待して、先ずは当会にも馴染んでいただき、入会勧誘の相談相手にもなっていた

だけることを期待し、山中顧問に両教授との面談を依頼した。 

その結果、川瀬教授は大学全体の同窓会はそれなりの意義を認めるが旧学科由来の同窓

会の存在自体に賛同しにくいとのことで、学生に入会を勧めてくれる気はない。一方、三

木教授はこちらの事情も少しは察してくれたが、来年退職する身であるのであまり関与す

べきでないとの意向。 

 

また、近い将来（来年？）大学が改組され、物質工学科の名称もなくなり材料工学科の

ような名称になり、現在の物質工学科の有機系と繊維学部、高分子学科の一部が合体する

準備が進められているとの情報がえられた。 

 

一方、現実には物質工学科（有機系）卒業生を当会に入会してもらう手立てがないとい

う問題がある。例え最近の卒業生名簿が手元にあっても（来年１月卒業生名簿が発行され

る予定）、物質工学科卒業生のうちの誰が有機化学系であるのか区別がつかない状態では、

入会勧誘の手掛かりにはならない。特に本件について三木、川瀬両教授の協力を期待して

いたのであるが。 

 

名簿発刊後に区分が可能かどうかにつき調査し、手掛かりが掴めれば良いが。 

名称や会則は現状のままにしておいて、当面の入会勧誘は色染科卒業生に絞り、物質工学

科卒業生は静観ということでいかがであろうか。 

 

以上 
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